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ロ
シ
ア
の
南
下

凍
ら
な
い
海
を
求
め

南
下
す
る
ロ
シ
ア

バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の
南
下
は

列
強
に
よ
つ
て
抑
え
ら
れ
る

‐８
世
紀
後
半
以
降
、
地
中
海
へ
の
ル
ー
ト
を

求
め
て
南
下
政
策
を
進
め
た
ロ
シ
ア
は
、
ギ
リ

シ
ア
独
立
戦
争
や
２
度
の
エ
ン
プ
ト
＝
ト
ル
コ
戦

争
に
介
入
し
た
が
、
そ
の
都
度
列
強
諸
国
と
利

害
が
対
立
し
、
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ず
に
い
た
。

１
８
５
３
年
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
の
保
護

を
回
実
に
オ
ス
了
ノ
帝
国
へ
侵
入
、ク
リ
ミ
ア
戦

争
が
勃
発
す
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン

ス
な
ど
が
オ
ス
了
／
帝
国
を
支
援
し
た
た
め
、
口

シ
ア
は
敗
れ
た
。

そ
の
後
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ス
ラ
ヴ
民
族
の

独
立
運
動
が
高
ま
る
と
、
甲
ン
ア
は
バ
ン
＝
ス
ラ

ヴ
主
義
を
掲
げ
、
る
フ
ヴ
民
族
救
済
を
理
由
に

オ
ス
了
ノ
帝
国
に
対
し
て

ロ
シ
ア
＝
ト
ル
コ
戦

争
を
起
こ
す
。
こ
れ
に
勝
利
し
た
甲
ン
ア
は
パ
ル

カ
ン
ヘ
の
進
出
を
果
た
し
た
か
に
み
え
た
が
、
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
こ
れ
に
干
渉
。
結
局
、

７８
年
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
ロ
シ
ア
の
要
求
は
抑

え
ら
れ
、
南
下
政
策
は
ま
た
し
て
も
挫
折
し
た
。

一
方
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
ブ
な
フ
や
ヒ
ヴ
ァ
な

ど
の
ハ
ン
国
を
征
服
し
て
、
ベ
ル
シ
ア
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
を
う
か
が
い
、
極
東
で
は
弱
体
化
し
た

清
へ
圧
力
を
か
け
、
沿
海
州
な
ど
を
奪
っ
た
。

皇
帝
に
よ
る
上
か
ら
の
改
革
は

失
敗
に
終
わ
る

ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
の
敗
北
は
、
農
奴
制
を
続

け
る
ロ
シ
ア
の
後
進
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
２
世
は
近
代
化

を
目
ざ
し
て
自
由
主
義
的
改
革
を
始
め
た
。
１

８
６
１
年
に
農
奴
解
放
令
を
出
し
、
近
代
的
な

制
度
の
導
入
を
図
っ
た
が
、
徹
底
さ
れ
ず
、
改
革

は
失
敗
に
終
わ
り
、
皇
帝
自
身
も
過
激
派
に
よ

っ
て
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

１
８
７
０
年
代
に
は
、
）字
生
や
知
識
人
（イ
ン

テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
）
が
、
甲
ン
ア
土
着
の
ミ
ー
ル

（農
村
共
同
体
）
を
基
盤
と
す
る
社
会
主
義
を

達
成
し
よ
う
と
、ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
運
動
を
展
開

し
た
が
、
ワ」
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

ク
リ
ミ
ア
の
戦
場
か
ら

生
ま
れ
た
赤
十
字

ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
は
１
年
に
わ
た
る
セ
ヴ
ァ

ス
ト
ー
ポ
リ
要
塞
の
攻
防
を
は
じ
め
、
多
数
の

死
者
と
負
傷
者
を
出
す
凄
惨
な
戦
闘
が
展
開
さ

れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ナ
イ
テ
イ
ン
ゲ
ー
ル
は
、

看
護
婦
と
し
て
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
従
軍
。
野
戦

病
院
に
お
い
て
負
傷
者
・患
者
の
立
場
に
立
っ
た

看
護
を
実
践
し
て
死
亡
率
を
半
減
さ
せ
、
「
ク
リ

ミ
ア
の
天
使
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
活
動
が
、
の

ち
に
ア
ン
リ
上
ア
ュ
ナ
ン
に
よ
る

国
際
赤
十
字
社

創

立

へ
と
つ

な
が

る
こ
と

と

な

る

。

ナイティンゲール

凍
ら
な
い
海
へ
の
出
口
を
求
め
た
「ヽ

甲
ン
ア
は
、
ユ
１
７
ン
ア
大
陸
Ｑ

．

あ
ち
こ
ち
で
南
下
を
く
り
返
し
、
‐

他
国
と
衝
突
す
る
。

海

極

この時代のロシアは、通商路や不凍

港の確保だけでなく、国内の不満を

外へ向けさせるためにも、南下政

策をとらざるを得なかった。

新彊 (しんきょう)で起きた

イスラーム教徒の反乱を口

実に、ロシアが清のイリ地域

を占拠した事件。清は新彊と

イリを回復し、イリ条約で□

シアとの国境を画定した。

ストク

アイグン (愛輝 )条約
ロシアと清が結んだ条約

で、アムール川 (黒竜江 )

の北をロシア領、支流のウ

スリー川の東を両国の共

同管理地 とした。続 く

1860年の北京条約で、ウ
スリー川以東の沿海州が

ロシア領となつた。
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ロシアの南下方向

クリミア戦争で敗れ、 .`、
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